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　およそ75年前の
戦後間もない頃に、
大阪で時計・宝飾
品・眼鏡の小売組合
（当時は兼業の店が
多かった）と、時計の
卸組合がほぼ同時
期同年に設立発足し
ている。
　近年は製造、流
通、小売の業者間の
境界が消滅し、新し
い組合のあり方の模
索が続いている中
で、「昔からあった同
業者間の組とか溝と
いった寄り合いの伝
統は人々の心に残っ
ています」として、二
つの組合の大阪時
計卸協同組合（小谷
年司理事長）と、大
阪時計宝飾眼鏡商
業協同組合（辰巳貞
一理事長）が相談し
て、共同でこの伝統
の継続を記念する祝
賀会を11月24日11
時 3 0 分より、ザ・
ガーデンオリエンタ
ル・大阪で華やかに
開催。各組合員はじめ関係者など60
名ほどが参列した。
　第1部の記念式典は井上専務理事
の開会の言葉で開始。次の理事長挨
拶では辰巳理事長が登壇予定であっ
たが、都合により欠席し、吉田副理事
長が挨拶文を代読した。
　「75年の歴史を振り返ると、昭和22
年に江藤順蔵氏が戦後の混乱機にい
ち早く同志を結集して共同組合を設立

し、現在の礎を築いた。大阪時
計組合は、当時の全国組織で
あった全時連の中で最初に設立
された協同組合。昭和24年9月
に審議会が設立され、江藤理事
長が委員長に就任し、10月の時
計修理用のベンジンの配給が
開始され、戦後の混乱期に大き
な役割を果たした。昭和28年か
らは物品税撤廃に向け歴代理
事長が大きな足跡を残した。昭
和22年の発足時は320店でス
タートした組合員数は、昭和42
年には1165店にまで成長した。
昭和34年には時計修理第1回
職業訓練がスタートし、本年は
49期生を迎えた。また、昭和35
年には第1回眼鏡講習会が開か
れ、本年11月16日には長
年の念願であった国家検
定試験資格「眼鏡作成技
能士」が誕生した。6月10
日の時の記念日に合わせ、

小学生を対象とした絵画コン
クールを平成2年より開催し、本
年で32回を数える。現在は景気
の低迷、後継者不足、消費者の思考の
多様化などにより組合員数は84店に
なった。小規模小売店は厳しい経営が
続いているが、消費者の信頼と支持を
得てはじめて地域に根ざした専門店と
して存続することができる。そのような
専門店を支え続ける協同組合として、

今後も一層の
努力を続けて
いく。ひとりひ
とりの支援と
協力を願う」と
して挨拶にか

えた。
　第2部の記念講演の司会は江藤専
務理事にバトンタッチ。講師のパナソ
ニック㈱執行役員で、マツダの取締
役、大阪万博推進参与などと幅広く
活躍している小川理子氏が、「感性価
値創造への挑戦」をテーマに、小川氏
の多彩なキャリアの中で感じたモノや
気づいたコトなどについて語った。

　その中で「機能価値、経済価値だけ
では本当に豊かで幸せな人々のくらし
に貢献しているとは言えない。人生の幸
せという普遍的な価値にたどりつくに
は、心ふるわせる感動をお届けしなけ
ればいけない。自分自身の感性の感度
を高め、人と社会に貢献する志を常に
拠り所とする」という言葉には多くの人
が心を動かされたのではないだろうか。

　 第 3
部の祝
宴の挨
拶では
小谷理
事長が
挨 拶 。
「 本 来

は辰巳さんと一緒に話す予定だった
が、来られなくて残念。50周年の頃は
会員が50社いたが、いまは十数社。小
売は当時1千社を超え、知事も国会議
員も来ていた。いまは100社
を切り、小さくなった。75周
年も考えたが、折角だから
集まろうよと、人に会わない
と世の中うまく行かないし、
お祭りしようと。お集まりい
ただき有難うございます。本
当はもっと集めたかったが、
なかなか大変で、しかし、こ

のくらいの親しい集まりが一番好き」と
述べ、続けて「先ほど万博の話が出た
が、オリンピックや万博などに乗っかっ
て発展を願うのは間違っていると思っ
ていたが、昨日ドイツに日本が勝利
（サッカーワールドカップ）し万歳した。
やっぱりお祭りは良いもんだった。万博
も素晴らしい思い出がある。国と国とが
一緒になる万博は、やっぱり良いです。
こうやって集まっていろんな話ができ
て、顔を見せ合って、世界が広がると思
う。人には色んな価値があると思うが、
人間の価値は、『あ、今日は世界が広
がったなと思うこと』。講演を聞いてみ
なさんは今日も世界が少し広がったと
思います。色んな人と出会っていくうち
に世界が広がっていく、そして人々は仲
良くなって世の中に平和が訪れる。戦
争をする人は世界が狭い人。世界を広
げることが一番大事なんです。小川さん
は万博の推進に関わるなど素晴らしい
人ですが、彼女のピアノも素晴らしい。
後ほどジャズピアノ演奏をしてもらいま
すが、楽しんでもらいたい」と話した。

　乾杯の音頭は、日本時計輸入協会理
事長の堀田峰明氏が「大阪の地で、時
計を通して、お客さんの美しい物語が生
まれてくることを記念し、乾杯」と発声し、

祝 宴 に
入った。
　途中、
小 川 理
子さんに
よるジャ
ズピアノ
演 奏 を
堪能し、

　米国を拠点とする世界最大手のオ
ンラインマーケットプレイスの一つであ
る「eBay」は、ジュエリーウィークに合
わせ11月16日・17日の2日間、ニュー
ヨークのダイヤモンド街にポップアップ
ストアを設置した。
　この「eBay Luxury Exchange」で
は、ジュエリー、ハンドバッグ、時計、そ
の他の高級アイテムを別の新しいアイ
テムと交換することができる。
　消費者が持ち込んだアイテムは鑑定
士によって評価され、その評価額を「ク
ローゼット通貨」として、店内の別のア
イテムの購入に充てることができる。店
頭で何も興味のあるものが見つからな
い場合、店内のフォトスタジオを使用
し、商品を交換する代わりにeBayに商
品を出品することもできるという。
　eBayは2020年に、ラグジュアリー
グッズの真正性保証サービスを開始。
同サービス開始直後からサイトでラグ
ジュアリーグッズの売上が急増したこと
を受け、同社はLuxury Exchangeの
サービスを立ち上げたとしている。　
　真正性保証サービスの対象は、ス
ニーカー、時計、ハンドバッグ、トレー
ディングカード、そして今年高級ジュエ
リーも追加されている。
　この傾向は、eBayがThe Business 
of Fashionのデータ分析部門BoF 
Insightsと共同で実施した調査とも一
致している。高級品顧客の約30%が、
高級品のハンドバッグ、時計、宝飾品の
価値は他の買物よりも変動が少ないと
考えている。回答者の半数以上が、自
分のラグジュアリーアイテムを、他のア
イテムと交換できる通貨のようなもの
だと考えており、62%が自分のラグジュ

アリーアイテムを元の購入
価格よりも高く売ったことが
あると述べた。

　eBayのラグジュアリーゼネラルマ
ネージャーは「ラグジュアリー愛好家
にとって、信頼できる環境でアイテムを
交換することは非常に簡単になりまし
た。我々は、毎日eBayで取引されてい
ることを現実の世界に反映したいと考
えたのです。Luxury Exchangeでは、
消費者がラグジュアリーアイテムを査
定、販売し、ホリデーシーズンに間に合
うよう新しいアイテムを手に入れる機
会を提供します」と述べた。
　eBayは近年多くのラグジュアリーブ
ランドのアイテムを販売している。2022
年には、シャネル、グッチ、ルイヴィトン、
プラダが米国とカナダのプラットフォー
ムで最も売れているハンドバッグブラン
ドになり、バレンシアガ ルカゴールや
シャネル 22などの売上は前年比で3
桁の伸びを示している。

　ジュエリーに関しては、カルティエ、
デヴィッド・ヤーマン、グッチ、スワロフス
キー、ティファニーが2022年の北米で
最も売れたブランドで、シャネル ココ 
クラッシュリング、デヴィッド・ヤーマン 
ケーブルスピラブレスレット、グッチ
インターロッキング Gブレスレット、ミ
キモト養殖パールブレスレットも前年
比3桁で増加している。
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江藤専務理事
による閉会の
言葉でお開き
となった。
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